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香散 見草が 発刊 されてやがて二年 目を迎 えよ うとして いる。香散 見草 は次 第に大学 とい う大

地に根 をお ろし始 めた ようである。 そうした草創の時期 に生みの親で もある中央図書館長、小

野村資文 先生 の御逝去 は誠に残念なこ とであ り香散見草、創刊 時か ら関係 させ て頂 いた者の一

人 として心か ら哀悼の意 を表す ものであ ります。

小野村先生 と親 し くお会 い し、お話 しさせ ていただいたのは昨年の12月 、香散見草 のスタ ッ

フの方 々 といっ しょに夕食会 にお招 き頂 いた時が初めでて又、それが最初で あ りました。 当 日

同席 された教養部の奈古忠国助教授 は以前か らご面識があ り、終始私共の話題 を リー ドされ、

とて も和やか で大変楽 しい会 食 とな りました。私 も自分 の専 門分野につ いて一通 りご説明申 し

上げ ました ら、あるデザ インについておたずねにな りくわ し くご説明申 し上 げました ところ非

常 にご丁重 なお礼 を申されたので大変驚いた ことを記憶 して います。それか ら先生 は もう一つ

私の名前何 と読む と思い ますか 、 と微笑みなが ら楽 しそ うにおたずねになった。私 は 自信が無

か ったので小 さな声 で隣 りの席 の奈古先生に助 け を求 めていた ところ小野村先生 は又、にこに

こされなが らこれは次にお会いする ときまでの宿題に してお きま しょう、 とお っしゃ り話題 を

変 え られた。 その後 も色々な話題 に華が咲 いたが私に とって小野村先生 とは たった一度の出会

いであ りましたが 、随分以前か ら親 しく存 じ上 げていたよ うな錯覚 さえおこす親 しみやすいお

人柄 に感 じられ ました。会 も終 りに近ずいた頃先生 は一度館長室 に遊びにい らっ しゃい と手 を

差 しのべ られ握手 を求め られた。楽 しそ うに色々お話 し下 さったお言葉 の1つ1つ が 隈か し く

偲ばれ ると共に、先生か ら戴 いた宿題のお答えが で きなか った事が心残 りでな らない。

今は 、ただ小野村先生 の、ご冥福 をお祈 りす るばか りで ある。
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